
提

出

者

鈴

木

宗

男

平
成
十
八
年
三
月
九
日
提
出

質
問
第
一
三
八
号

「
二
島
先
行
返
還
論
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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「
二
島
先
行
返
還
論
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

標
記
案
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成
十
八
年
二
月
二
十
七
日
に
質
問
主
意
書
を
提
出
し
、
内
閣
か
ら
同
年
三
月
七
日
に
答
弁

書
を
受
領
し
た
（
以
下
、
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
更
に
追
加
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
『
中
央
公
論
』
二
〇
〇
二
年
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
川
口
順
子
外
務
大
臣
（
当
時
）
の
論
文

「
日
露
関
係
を
新
た
な
レ
ベ
ル
に－

ロ
シ
ア
訪
問
を
前
に
し
て
」
（
以
下
、
「
川
口
論
文
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
寄
稿

（
出
版
）
届
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
他
方
、
平
成
十
八
年
二
月
七
日
付
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一

六
四
第
二
五
号
）
に
お
い
て
、
政
府
は
、
「
外
務
省
職
員
が
外
交
問
題
、
国
際
事
情
等
に
つ
い
て
寄
稿
、
出
版
等
を
行
う
場

合
に
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
我
が
国
の
外
交
政
策
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
無
用
の
誤
解
等
を
招
き
、
結
果
と
し
て
、
外

務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
四
号
）
に
規
定
す
る
所
掌
事
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
寄
稿
（
出
版
）
届
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
川
口
論
文
」
は
外
務
省
の
内
規
に
反
し
て

掲
載
さ
れ
た
も
の
か
。

二

「
川
口
論
文
」
は
、
日
露
関
係
を
主
管
す
る
外
務
省
欧
州
局
ロ
シ
ア
課
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
か
。

三

「
川
口
論
文
」
は
、
当
時
の
条
約
局
条
約
課
、
法
規
課
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
た
上
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
か
。

一



四

外
務
大
臣
が
外
務
大
臣
と
し
て
の
見
解
を
述
べ
た
論
文
は
、
国
民
の
知
る
権
利
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
。

五

「
前
回
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
「
外
務
省
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
「
二
島
先
行
返
還
論
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
確
立

し
た
定
義
は
な
い
と
承
知
し
て
お
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
川
口
論

文
」
に
お
い
て
は
「
二
島
先
行
返
還
論
」
に
対
す
る
批
判
が
論
文
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
「
川
口
論
文
」

に
お
け
る
「
二
島
先
行
返
還
論
」
が
い
か
な
る
意
味
内
容
で
あ
る
か
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


